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　In　order 　tr）clarify 七he　effects　of　mean 　pressure　on 　the　compressive 　sensation 　of　women
’
s　underwear 、

subject 　values 　ob 仁ained 　from　a　wearing 　test　were 　anaiyzed 嚇 th　mean 　clothing 　pressure　on 　a 　dummy ．
Totaユcompr ∈ssive 　sensa 廿on 　and 　comfort 　of　long　or　half　sleeve 　underwear 　were 　respective 】y　related 　to
the　compression 　on 　the　back，chest ，　abdornen ，　upper 　arm 　and 　forearm．　In　addition

，
　they 　were 　related 　to

the　 contact 　 area 　and 　the　 mean 　pressure　 on しhe　dummy ．　The 　values 　 of　1
’
eeling 　 compression 　on 　the

chesL ，　back　al／d　uppbr 　arm 　Qf　the　long　or　half　sleeve 　undermear 　were 　appro ぬmate ，　and 　were 　about 　O　l

l（Pa 　These 　 values 　of　rnean 　clothing 　pressure　were 　O．0461 （Pa　 on 　 the　 long　 sleeve じype　 of　 women
’
s

u 贓 erwear 　and 　O．025　kPa 　on 　the　 short 　sleeve 　type．　Furthermore ，　the　significant　equations 　for　mean
clothing 　pressure　Qf　under 冊 ar　were 　obtail／ed 　by　the　multiple 　regressiQn 　method 　using 　the　pressure 　of

the　 chest 　and 　forearm．

　　　　　　　　　　　　　 （Reeetved　Oc七〇ber　5，2000；Accep しed 　in　revised 　form　May 　23，2001）

Keywords； clothing 　pressure 　被服圧，　 women
’
s　underwear

body　dummy ダ ミー，　 body 　coI ／tact　area 攤 顛 積．
女性用 肌着，clothing 　comfort 着心拙，

　1．緒　　言

　被服圧 とは ，被服着装時 に 人体に 加 わ る 被服 の 接 触

圧 で あ り， 被服重量 に依存する圧 と，被服 の ゆ とり量，

被服 の す べ りそ して被服材料の引 っ 張 り特性に依存 し

て 生 じる圧があ る ．い ずれ の 圧 も人体 を圧迫 し，そ の

圧迫の程度に よ っ て は
， 人体 の 生理機能に影響をお よ

ぼ すこ と もあ り， 衛生上 問題があ る
1 ）’3 ）

，川生
4 ）

や米

田
5）

は，帯圧 の 研究 か ら胸腹部 の 衛生学的許容値 を約

409f／cm2 （＝3．92　kPa ）と報告 して い る．しか し，被

服圧 の 許容値お よび快適値は，人体の 圧迫部位，活動

状態，健康状態，被服の素材 ，
人体 との 接触面積 ，

さ

らに環境の 温湿度等の 諸要 因 に影響 され る と考えられ

る
6〕．

　本研究 で は
，

こ れ ら諸要 因の うち着装時の 接触面積

お よび被服圧が ， 着用感を左 右す る圧迫感 とどの よう

な関係 にあるか，女性用肌着の場合に つ い て検討する

こ とを目的とする．併せ て ，平均被服圧 の 推定法 を ，

重回帰分析を用 い て検討する．

　 2．実験方法

　（1） 実験用被服

　実験に使用 した女性用肌着 は
， 被覆面積 ，圧迫 の 程

度，素材 ， 価格を考慮 し，市販 され て い る M サ イズ

（JIS　L−4GO51997 ）の 長袖肌 着 10種 類 ，半袖 5 種類

の 計 15種類 を使用 した．各試料布 の 力学特性は，

KES −FB シ ス テ ム を用 い ，引 っ 張 り，せ ん 断，圧縮，

表面 の 諸特性 を編地 の 基準
7 ｝

に従 っ て 測定 し た．試料

の詳細 と主要な力学特性値 をTable　1 に示す．
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Table　l．　 Details　of　women
’
s　underwear

Sa皿 Ples Fibers
Thickness　 Weight

　（mm ）　 （gffm
：

〉

Tensile　 Surfaee

（LT ）　　 （MIU ）

　 　 　 　 　 Thermal
gT［Lex

　 　 　 　 conductance

（W ！m り
　　　　k （W ／m ・K ｝

H −aH
−bH
−eH
−dH
−eL
−aL
−b （shoulder ）　Acryhc　8G％

　 （others ）　　Acry1孟c　55％

　 　 　 　 　 　 　 Nybn 　l5％

L−CL
−d （front）

　 （back）

L−eL
−f

L−9

L．h

L−IL

：i

Cotton　100 ％

Rayon 　66　o／o 　 Nylon　34％

Cotton　100％

Cotton　65％　　Polyester　35％

Cotten　100％

CottDn　100％

　 　 　 　 　 　Cotten　20％

　 　 　 　 　 　 Cottor紅25％

PolyurethεLne 　5％

Cotton　100％

Acrylic　92％　 Gotton　8％

Acrylic　55％　 Cotton　45％．

Rayon 　55％　　Cotton　45％

Acry　lic　41％　Gotton　3896

　 Nylon　21％

Nylon　70％ 　　Cotton　25％

　 Polyurethane　5％

Nylon　65％ 　　Gotton　30％

　 Polyurethane　5％

Tellce190％　Polyurethane ⊥0％

Cotton ユ00％

0，600

．440

，550

，530

，750

，601

，82

O．89

O．　700

．　660

．910

．66

O．65

0．61

O．66

0，560

．51

152，5110

．3148

，3140

．513

ユ．3192

．5

2ユ9．8

181．3129

，3

217．5

158，8

135．3

148．8

147．7145

，3

O，660

．620

．710

．660

，690

．64

0．81

0．680

．61

o．68

0．64

0．68

0．80

O．860

，68

0．220

，250

．230

．240

，260

．25

0，26

0．290

，23

0、25

0．23

0．26

0．27

06つ
」

り
山

00

793700890823637800773

657

423863685727

733

807

733

0383広
）

探
）

O．0630

．0500

．0600

．0590

．0640

．066

O．074

O．0530

．037

O．075

0．060

O．051

0．600

0．0680

，063

　肌触 りに関係す る各試料布の 温熱特性 は，KES −F　7

サ ーモ ラ ボ ［型 を用 い ，23± 1℃ 環境 下 で 10℃温度差

で の 熱流量 qma． （W ／m2 ）を測定 し，さ ら に定常熱伝

導率 k （W ／m ・K ）を算出 し，Table　2 に示 した．

　  着用実験

　 1）　 上半身ダ ミーお よび被験者

　平均被服圧 を測定する ため に使用 した上半身ダ ミ
ー

は，著者 らがそ の 使用 性 を検討 した もの
S）

を用 い た ．

また，肌着の 着用感評価 および各部位 の 被服圧測定の

た め の 被験者 と し て，9AR （JIS　L−40051997 ＞に 近

似 した体型 の 成人女性 10 名を用い た．被験者の 人体

の サ イズ は，JIS （L−O！ll　 1983）に おける 基準点お よ

び 基準線 JIS （L−OlO2 ユ981）を も と に
， 定め られ た 測

定法 に 従 い ，42項目測 定 し，肌着を着用 した 際 の 着

用感 と関係す る 18項 目と体重 の 平均値並 び に 標 準偏

差を Table　3 に示 した．上 半身ダ ミ ーの 各部位 の 値も

Table　3 に示 した．

　 2） 着用感評価

　女性用 肌着の 着用感は
， 被験者に 15種類の 肌着を

ラ ン ダ ム に着用 させ
， 数分間 の軽い 屈伸動作の後，評

価 させ た．評価 の 内容 は
， 肌着の あた た か さ，な め ら

か さ，や わ らか さ と肩部，胸部，背部，腹部，上 腕部 ，

前腕部の 圧迫感 お よび総合的圧追感 と総合評価 の 計

11項 目 で ある．評価は
，
SD 法に よ る単極尺度で あ り，

相反す る表現 を用 い
，

＋ 2〜− 2 の 5段 階に得点化 し

て 分析 した．質問項目 の 内容 お よ び 得点 を Appendix

1 に示す．

　3）　接触面積の 測定

　人体 と肌着 の 接触 して い る 部分 の 合計を接触面積 と

定義 し，接触面積の 測定は ，
Fig．1の ようにたて ，

よ

こ 5cm 間隔 に 標 つ け した各肌着 を被験 者 に 着装 させ
，

各枡目 の接触の有無 を目視 に よ っ て 判 定 した．

　 4）　被月浸圧 t貝］］定

　被服圧 の 測定に は
，

エ ア パ ッ ク式接触圧測定器 （エ

イ エ ム ア イ ・テ ク ノ 社） を 使用 し た，た だ し
，
O，l

kPa 以下 の 低 い 被服圧 を測定可能 とす る た め
， 出力電

圧 を増幅 し，記録計 に 記録 させ 測定値 を読 み取 っ た．

こ の 方法 に よ り校正 す る と， 0．03kPa程 度 の 低 い 圧
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Table　2，　 Charaeteristics　of　durTumy　and 　subjects （n − 10）

Parameters Du   y　 Subject　 s．D．

Height （cm ）

Weight （kg）
Chest　girth（cm ）

Bust （cm ）

Waist　girしh （cm ）

Abdor 衄 n 証 gi「th （cm ）

田 pglrth （cm ）

Upper　arm 　girth（cm ）

Forearm 　girth（cm ）

Arm 　seye 　girth（cm 〕

Wrist　girth（cm ）

Back 幅 st　length（cm ）

Sleeve　length（cm 〕

Shoulder　to　elbow （cm ）

Shoulder 上ength （cm ）

PQster重Dr 　shou 夏der　length（cm ）

Back　widLh （cm ）

Ghest　Width （crn ）

Rohrer　index

　 　 　 　 156，26　　　4．090

　 　 　 　 50．77　　　 3．762

84．10　　　　　82．36　　　 2．305

82．90　　　　　84．38　　　 3．492

64．10　　　　 64．18　　　3．414

80．70　　　　84．14　　　4．247

90．70　　　　92．95　　　4．291
26．00　　　　25．90　　　1．780
22．50　　　　　22．22　　　　1，103

37，70　　　　37．56　　　1．568
15．50　　　　　15．37　　　0．437

37．10　　　　36．78　　　1．850
56．50　　　　51．45　　　2．073

33．00　　　　 29，65　　　圭．559

13．00　　　　　13，29　　　0．626

39．10　　　　 39．91　　　1．495

35．00　　　　 33．61　　　2．435

26．60　　　　 30．51　　　1．357

　 　 　 　 133．31　　　12．130

Table　3．Corre旦ation 　coeffieients 　between　each

evaluation 　of　womenls 　underwear

sensory

Sense　of 　touch

Comfort．
Warmth 　 Smoothness　 Softness

Sense　of 　touch

　 Warmth

　 Smoothness

　 Softness

O．229 ＊ 0．412 ＊ ＊

　　0．274卓窄

0．684 ホ ＊

　　0．344‡季

　 　 　 　 0，479零牢

’
：p＜ 0．05，

”
：
ρ〈 0，01．

も精度よ く測定で きる ．

　測定部位 は
， 上半身 ダ ミ

ー
上 で は 目視 に よ っ て接触

して い る と判定 した枡 目すべ て で ある．被験者に お い

て は，Fig．1 の   〜  部位 の被服圧 を測定 し た．こ

の部位は
， 予備実験に お い て，い ずれ の 肌着にお い て

も人体 と接触 し，圧迫感 との 相関 の 高い 部位 で あ る ．

各部位 の 被服圧 は ，接触部位 に エ ア パ ッ ク を挿入 し，

数分後，数値が
一

定とな っ た時の値をそれぞれ繰 り返

し 3 回測定 し，平均 して 求めた．使用 し たエ ア パ ッ ク

は，被服下挿入 に よ る形状変化 と測定部の 平均的圧 を

測定する ため，直径 3cm の エ ア パ ッ ク を使用 した．

エ ア パ ッ ク に は 約 0，8m1 の 空気 を 封入 し，エ ア パ ッ

ク の 厚 さが 1mm に な る よ う留意し た．

　5）　 平均被服 圧 の計算

　人体へ お よ ぼ す各部の 被服圧 の 合計 を人体 の 面積 で

除 し て 求 め る 値 を平均被服圧 と定義 し，女性用肌着 の

平均被服圧 をダ ミ
ー

を用い て 求めた．肌着の被服圧は，

肌着に標つ け さ れ た す べ て の 枡 目にお い て 求 め た．平

均被服圧 を求め る にあた っ て ，人体 ダ ミー
を曲面形状

か ら躯体部を 4 部分 （肩部，胸部，背部，側腹部），

上 肢部を肘線か ら 2 部分 （上腕部，前腕 部）に分割 し

た 。その
一

例 を Fig．1 に示す．そ して ，それぞれの 枡

目の 被服圧 （測定圧 × 面積）を合計 し，各部分の ダ ミ

ー
の 面積で 除し て求め た ．また，ダ ミーの 上 半身全体
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BaCkFrent

1

　　　　 鵬 （tht。8七 Sh・函d・・ 謝 Sid・ 糟 Ba・k 鼈 UPP … m 蟹 F。・e瓢

Fig．1．　 Measuring 　 marks 　 for　 contnct 　 parts　 and 　 clothing

　　 　　pressure　of 　wornen
，
s　underwear

The − umbcrs 　 are 　the　measuring 　points　 of 　clDcth 量ng 　pressure　 on

the　subjects ：  Chest，    Back，  UpPer　ar ・n ，    Forear・n．
The 　 coiored 　 areas 　 show 　each 　part　of 　mcan 　 clothing 　presure　 Qn

the　d田 nmy （Sample　L−b ）．

Tab旦e 　4．　 Correlation　coefficients 　between　each 　part　of 　the　compressive 　sensation 　of　women
’
s　underwear

Co皿 pressive　sensation
Co皿 fort

Shoulder　　　Chest， Back　　 Abdomen 　 Upper　arm 　 Forearm　　 Total

Gompressive　sensation

　 Shoulder

　 Chest

　 Back

　 Abdomen

　Upper　arIn
　 Forearm

　 Tot温

0，557＊＊　　0．502
＊＊

　 　 　 　 0．665＊＊

牢
　
虚
　

申

宰
　

＊
　

＊

47381

∩

ン

り
06

瓜
）

000 0．455 牢＊　　　0，519 ‡掌

0．502寧宰　　　0，532 ＊寧

0．594＊串　　　0．572串帛

0，570＊ネ　　　0．557＊孝

　 　 　 　 　 0，64工＊串

0．625 ＊‡　　0，439 ‡1

0．757 ＊＊　　0，669＊零

0．790＊＊　　 0．762＊字

0，718＊寧　　 0．607＊＊

0．717＊雰　　0．548＊掌

0．701＊ ＊

　　0．625＊ ＊

　　 　　 0．800＊ ＊

‡

；ρ〈 0，05，ホ 寧
：ρ〈0．01．

に加わ る と考え られる平均被服圧 は，各部分 の 被服圧

合計値 と ダ ミー
の 上半身面積を用 い て求め た．

　なお ， 被験者 に よ る 肌着 の 着用感評価は
， 日常生 活

にお い て 長袖用1亅IL着 を着用す る
， 平成 10お よ び 11 年

の U 月中旬 か ら 12 月下旬 に 22 ± 1℃
，
55 ± 10％ の 恒

温恒湿室 内で 実施 した。

3．実験結果お よ び考察

（1） 肌着の着用 感

1）　着用感評価

Table　4 に肌着 の 肌触 り感 お よ び 圧迫感相 互 の相関

を示す．相関係 数お よ び 相関 の 有意性 （
＊

：p＜ 0．05，
”’

：p ＜ 0．Ol）か ら肌触 り感 に は，なめ らか さとや わ

ら か さ との 間 に高い 相関が 認め られ た．肌触 り感の あ

た た か さ お よ びや わ らか さ と各部の 圧迫感 とは，肩部

を 除 い て 危険率 1％ 以
．
ドの 相 関が 認 め ら れ た ．な か で

もや わ ら か さ と腹部 の 圧迫感の 相関 が高 い ．圧迫感相

互 にお い て は，肩部か ら前腕部 まで い ずれ の 部位間 に

も危険率 ⊥％以下 の 高い 相 関が認 め られ た．総合的圧

迫感と各部位 の 圧追感に お い て も，同様 の 高 い 相関が

認め られた．特 に 総合的圧迫感 は，躯体 部 の 胸部，背

部，腹部お よ び L肢部の 上腕部，前腕 部と の 相関が高

80 （868）
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CO皿 pressive　sensation
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Table　5．　 Correlation　coefficients 　between　contact 　area 　and 　compressive 　sensation 　of　womel ゼs　underwear

Gontact　area

Shoulder　　　 Ghest Side Baek　　 Upper 　 arm 　 Forearm 　　　Total

Gompressive　sensation

ShOlllder

ChestBackAbdomen

Upper 　arm

ForearmTotal

0．OO9　　　　　0．054

0．162　　　− O．069

 ．124　　　
− O．109

0．1ユ9　　　　− 0．334，＊

0．119　　　− 0．041

0．031　　　 − 0．076

0．153　　　− 0，097

一
〇．308＊＊

− 0．463＊＊

− 0．460ホ＊

− 0マ634＊牢

一〇．407
＊＊

− 0．515＊ホ

ー0．523寧 ＊

一
〇．230＊　　　 − 0．203ホ　　　　　0，085

− 0，224掌　　　
一一〇．213＊　　　　　0，127

− 0．318串串　　
一

〇．353す＊　　　 O．060
− 0，408＊＊　　 − 0．348＊＊　　　　0，030
− 0．269孝＊　　 − 0．391＊＊　　 − 0，041
・…0，342寧＊　　 − 0．462ネ＊　　 − 0，165
− 0．359s＊

　　 − 0．387＊ ＊

　　　　0．024

一〇．196
・− 0．242 零

一
〔｝．354＊ ＊

− 0．483＊’

− 0．353t’

− o，476 半 ＊

− G．，100“ “

＊
：1ア＜ 0．05

，

亭 串
；ρ＜ O、01．

い ．した が っ て ，上半身を被覆す る 肌着 の 場合 こ れ ら

の部位の 被服圧 レベ ル へ の配慮が重要と考え る．

　ま た
， 総合的圧迫感は

， 総合評 価と高い 相関 （r・＝

0，800）が ある こ とか ら，女性用肌着 と して は，圧迫

感 の 少 ない もの を好む こ とが明 らか とな っ た，

　2） 圧迫感 を左右する要因と諸特性

　肌着の 総合的圧迫感に 関 して ，もっ とも相関 の高 い

背部の 圧迫感お よ び肌触り感の 3項 目 と試料布の 諸特

性 との 関係 を Fig．2 に示す．圧迫感 （背部）は，他の

部位 で も同様で あ り，引 っ 張 り特性 の LT （引 っ 張 り

時 の 直線 性）と負の 相関が 認め ら れ た．肌触 り感 の あ

たたか さは，温熱特性の qma． と熱伝導率，表面特性

の MIU （動摩擦係数），圧縮特性 の TO （O．　05　kPa に

お け る厚 さ） と相関 が 認 め ら れ た ．な め らか さは
， 曲

げ特性 の B （曲げ剛性 ） と 2HB （曲げ ヒ ス テ リシ ス ）

と負の 相 関が認め られた．また，圧迫感 と相 関 の 高 い

や わ らか さ は，せ ん 断特性の G （せ ん 断勵性）と負の

相関が認め られた．すなわち，圧追感を左右する主た

る力学特性 は
， 引 っ 張 り特性 で あ り，初期 の 引 っ 張 り

抵抗が少ない 素材ほど圧追感が少ない こ とが 明らか と

な っ た．

　  　肌着 の 接触面積 と圧迫感

　Table　5 に長袖肌着 の 各部位の 接触 面積 と圧 迫感 と

の 関係 を示 す，肩部 と胸部は，い ずれ の 肌着 も人体と

接触 して い る ため，接触面積が近似 し圧迫感 との 相関

が少ない ．側腹部，背部，上腕部 の 接触面積お よ び総

接触娵積は，圧 迫感 と相関 が 認 め られ
，

こ れ ら の 部位

の接触面積が 多い ほ ど，圧迫感が強 くなる こ とが明 ら

か とな っ た．また ， 肌着 の 総合的圧迫感 と総合評価 も

高い 相関が あ る こ と から，接触面積の 増加は，着用感

の 低下 に つ ながるため，近年多 く市販され て い る フ ィ

ッ ト型 の肌着は，着用感の 立場 か ら好ま れ な い こ と が
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わ か っ た．

　（3） 肌着 の 被服圧 と圧迫感

　 1）　各部位の被服圧 と圧迫感

　被験者よ り求め た   〜  の 胸部，背部，上腕部，

前腕部 の 被服圧 と総合的 圧 迫感 との 関係を Fig、3 に示

す．胸 部，背部 ，上腕 部 で は，0．1kPa前後 の 圧 で 圧

迫を感 じ，前腕部で は，さ ら に低 い 圧 で 圧迫 を感 じて

い る，肌着の 圧迫感 と総合評価に高い 相関があ る こ と

か ら
， 肌着の 場合，0．1kPa 前後の低 い 圧 で着用感が

左右 さ れ る．

　こ の 圧 は
， 下半身 を被覆 し， 伸縮性素材の ガードル

の 腹部，側腹部 ，臀部 の 圧 の 0．8〜1．3kPa9，，サ ポ ー

トス トッ キ ン グの 大腿 部，下腿部，足首部 の 圧 の 0，5〜

1．OkPa 〕°｝

と比較 して，著 しく低 い 値で あ る．

　 こ の 理由として，下記の 要因が考えられる。

　 a．上半身と下半身の 圧 許容値の違い

　b．引 っ 張り特性の 違 い

　C．接触面積の 違い

　d．そ の 他

　理 由 a ，b に つ い て は，上腕部 に引 っ 張 り特性 の 異

な る伸縮素材で 圧感 覚 を捉 えた渡辺 らの 報告
ip
を傍証

す る もの で ある．理 由 c に つ い て は，前述 の接触面

積と圧迫感との 関係結果 お よ び接触面積 の 少な い ブ ラ

ジ ャ
ー

の 好 まれ る 圧 が O．4〜2，2kPal2u3〕で ある の に対

し，接触面積 の 多い 肌着 の 圧が低 い 値 とな っ た こ とが

挙げ られ る．そ の 他 と して ，ス ポ ー
ツ ウ エ ア ，休養着

などの服種や 着装形態 の 違 い 等も考え られ る た め ，各

種衣服の デ ータ集積に よ り望 ま しい 被服圧 を解明する

必要 が あ る．

　2）　平均被服圧 と圧 迫感

　肌着の 枡 目 を利用 し，ダ ミー上 で 求め た各部位の 平

均被服圧 と被験者 の 総合的圧迫感 と の 関係 を 検討 した ．
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そ の 結果 ， 両者の 問に は，長袖の場合，肩部を除き各

部位 に高い 相 関 （pく 0，01）が 認め られ た．半袖の 場

合 は，側 腹部 （p ＜ O．Ol）， 背部 （p＜ 0．05） に有意な

相関が認め られた．

　そ こ で
， 肌着の 躯体部 （肩部＋胸部＋側腹部 ÷ 背部）

　
・2　 　 　

・1　 　 　 0　 　 　 1
（High）　 C。mp ，e 、si。n

2
（Low）

　 　 　 　
・2　 　 　

・1　 　 　 0　 　 　 1　 　 　 2

　　　 （High ）　 C 。mp ，ess 沁。 　 　（困

Flg，44．　 Relationship　between　cornpressive 　sensa −

　　　　 tion　of　subject
’
s　and 　mean 　clothing 　pres−

　　　　 sure 　of　dummy

MP ： mean 　 clothing 　 pressure，　 Bo〔ly： ShDulder十 Ghest十

Back 十Abdomen ，　Arm ：Upper 　arm 十 Forearm ．

と上肢部 （上腕部 ＋ 前腕部） の 平均 被服圧 と総合的 圧

迫感 との 関係を Fig．4−1 に 示す．躯体部 の 場合 ， 長袖

お よび半袖とも高い 相関があ り，圧迫 を感 じる平均被

服圧 は
， そ れ ぞれ 0．037kPa と O．041kPa と近似 して

い る．こ の こ とは，先の 着用感評価の 相関分析に お い

て ，総合的圧迫感が躯体部 の 背部 お よ び胸部 の 圧迫感

の 影響を受けた こ ととも
一

致する結果で あ る．しか し，

長袖肌着は，上肢部で の 圧迫が加わ る ため，半袖肌着

よ りやや低 い 平均被服圧 で 圧迫 を感 じ る こ と が 明 らか

とな っ た．

　ま た
， 長袖上 肢部の 圧 迫を感 じ る被服圧 は，0，057

kPa で ある．長袖肌着の場合，躯体部と上肢部の 圧迫

を感 じる平 均 被 服 圧 は
， 躯体 部 O．　037　kPa，上 肢部

0．057kPa で あ り，躯体部の 値の 方が や や 低 い ．こ の

理由と し て，人体の骨格構造お よび内部臓器の違 い が

考えられ，心臓 ， 肺などの 重要な内臓を有する躯体部

の 方が，上肢部よ り圧迫 に対す る抵抗が弱 い と推察さ

れ る，

　Fig．4−2 に
， 女性用肌着の総合的圧 迫感 とダ ミー上

で 求め た ダ ミー
の 上半身全体 （頭 部 ， 頸部を除 く）に

加わ る平均被服圧 との 関係 を示す．両者 の 間 に は ，い

ずれ も高 い 相関が認め られた．圧 追を感 じる平均被服

圧 は，長袖肌tS　O．　046　kPa，半袖肌着 0．025　kPa で あ

る．両者 の 差 は
，

上 肢部 の 被服圧 の 差で ある，

　す なわち ， 女性用肌着 の 圧迫感 に関す る着心地 は
，

肌着の躯体部お よび上肢部の平均被服圧 の 測定，また

は 上半身全体の 平均被服圧 の 測定を ダ ミーを用い て行

うこ と に よ っ て 評価 で きる こ とが 明 ら か と な っ た ．

　Fig．5 の 肌着は，圧迫感 の 観点か ら評価 の 高い もの

と低い もの の
一

例で ある．各測定部位の被服圧 はい ず

一2CHigh
）

Fig，　4−2．

・1 　 　 OCompression 1 　 2

（Low｝

Relationship　between　compressive 　sensation 　of

subject
’
s　and 　mean 　clothing 　pressure　of 　dummy
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F恵．5． Examples 　of　comfortable 　and 　unco 皿 fortable冊 mell
’

s　ullder 醜 ar

MP ：mean 　clothiiig 　pressure．Figures 　on 　diagrams　indicate　clothing 　pressures，

Table　6．　 Computation　results 　of　the　parameter＄

　　　　 by　 the　 multiple 　 regression 　 method 　 for

　　　　 mean 　clothing 　Pressure

Ce　＝＝D．〔〕31，r2 ＝O．764，　p ＝0．0009

Paralneter C 磁 ai

Forearm　l　　　　　 O．229　　 0．117　　 0．1209

Co＝0、02，〆＝0．856，ρ＝ ．0011

るため ，圧迫感と相関の高い 部位 の被服圧 を用い て ，

重回帰分析を行 っ た．そ の 結果 を Table 　6 に 示す．パ

ラ メ ーターが 1 （前腕 部   ） と 2 （胸部   ， 前腕 部

  ）の 場合とも，寄 与率 の 高い 圓帰式を得 る こ と が で

きた．

　得 られた回帰式の使用性に つ い て は，さら に肌着の

試料数を多 くした検討 と，被験者着装に よる検討が必

要 と考 え て い る．

ParaJneter C M ， σ i

ChestForearm

　1

0．363　　　 Q．060　　　0．0413

0．134　　　　0．117　　　　0．1209

GG：inLercept ，，〆 ：R −square ，P ：Prob ＞ F，　Cr；coefflcient，
M 、：rnean ，の ： standard 　deviatioIl．

れ も低 く， 数値か ら の快適性評価は ある程度予測で き

る が ，部位感の ば ら つ きが ある た め確定は 困難で ある．
一

方，平均被服圧 は 計算に時間 を：要す る もの の ，圧値

は大 きく異 な っ て お り，平均被服圧 の意義が認め られ

る ．すなわち，肌着 の ような被服圧 の 低い ア パ レ ル の

設計に お い て
， 平均被服圧 の 有効性が示唆され た ．

　また
， 平均被服圧測定の た め に，被験者 で は な く，

人体に 代 わ る被服圧計測用 ダ ミ
ー

の 使用が便利 で かつ

有効 で ある こ とも確認 された，

　（4） 肌着の 平均被服圧 の 推定

　平均被服圧 を求め る た め に，本研究に お い て は ， 1

枚の肌着に つ き，約 100点を繰 り返 し 3 回 と，か な り

の 煩雑 さ を要し た。そ こ で ，平均被服圧の 推定式を得

　 4．結　 　語

　本研究で は
， 女性用肌着の圧迫感にお よ ぼす被服圧

お よ び平均被服圧 に つ い て ，被験者お よ び被服圧計測

用 ダ ミ
ー

を用 い て 検討 し，以 卜
．
の 結果を得た．

　 1）　肌着の 総合的圧追感お よび総合評価は，躯体部

の 背部，胸部 ， 腹部お よ び上肢部の 上 腕部 ， 前腕部 の

圧迫感 の 影響が大きい ．

　2＞　長袖肌着は ，側腹部，背部，上腕部 の 接触面積

お よび 総接触面積が多 くな る ほ ど，圧迫感が強 くな る ．

　3＞ 圧追を感 じる被服圧 は，長袖お よ び半袖肌着 と

も胸部，背部，上腕部で約 0．1kPa で ある．

　4） 被服圧計 測用 ダ ミ
ー

上 で 求めた長袖お よ び 半袖

肌着 の 平均被服圧 が高 い もの ほ ど，被験者 の 総合的圧

迫感 お よ び総合評価 も悪 い ．圧迫 を感 じる 平均被服圧

は，長袖肌着が約 O．　046　kPa ，半袖が約 O．　025　kPa で

あ る ．

　5） 胸部   お よ び前腕部   の 被服 圧 を用 い て ，平

均被服 圧 を推定する た め の有意性 の高 い 回帰式を得 る

こ とが で きた．
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